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東
部
ブ
ロ
ッ
ク
２
０
１
０
年
度
代
表
者
会
議

第
１
７
８
回
幹
事
会
・
事
業
団
体
責
任
者
会
議
開
催
さ
れ
る

　

八
月
三
一
日
、
長
野
県
長
野

市
に
お
い
て
労
働
者
福
祉
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
二
〇
一
〇

年
度
代
表
者
会
議
・
第
一
七
八

回
幹
事
会
お
よ
び
事
業
団
体
責

任
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
冒
頭
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

遠
藤
会
長
よ
り
、
七
月
に
実
施

さ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
民
主
党

が
敗
北
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

民
主
党
代
表
選
挙
前
で
国
民
か

ら
す
れ
ば
勝
手
な
こ
と
ば
か
り

や
っ
て
い
る
の
か
と
映
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
状
況
に
民
主
党
は

た
っ
て
い
る
こ
と
を
も
う
少
し

反
省
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
間
、
改
正
貸
金
業
方
の
完

全
施
行
（
六
月
一
八
日
）
が
実

施
さ
れ
る
な
ど
労
福
協
の
運
動

の
成
果
が
出
始
め
て
い
る
。
今

日
の
会
議
は
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
現
状
と
課
題
、
併
せ

て
経
験
交
流
を
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
結
集
す
る

事
業
団
体
責
任
者
会
議
が
メ
イ

ン
と
な
り
ま
す
。
十
分
認
識
を

共
有
し
て
も
ら
い
運
動
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
第
一
七
八
回
幹

事
会
が
開
催
さ
れ
、
報
告
事
項

と
し
て
、
中
央
労
福
協
・
各
都

県
労
福
協
か
ら
詳
細
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、協
議
事
項
で
は
、

①
第
四
五
回
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
定

期
総
会
の
開
催
準
備
②
福
祉

リ
ー
ダ
ー
塾
に
つ
い
て
な
ど
提

起
さ
れ
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
度
代
表

者
会
議
か
開
催
さ
れ
、
現
在
労

福
協
の
主
要
課
題
と
位
置
づ
け

取
り
組
ん
で
い
る
「
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
現
状
と
課
題
」

が
提
起
さ
れ
、
各
県
に
お
け
る

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
取
り

組
み
状
況
な
ら
び
に
問
題
点
等

を
提
起
し
、
意
見
交
換
を
し
て

現
状
認
識
を
図
る
と
と
も
に
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思

統
一
を
図
っ
た
。
引
き
続
き
、

二
〇
一
〇
年
度
事
業
団
体
責
任

者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
中
央
労

福
協
・
連
合
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
事
業
団
体
（
中
央
労
働

金
庫
・
静
岡
県
労
働
金
庫
・
長

野
県
労
働
金
庫
・
新
潟
県
労
働

金
庫
・
全
労
済
東
日
本
事
業
本

部
・
新
潟
県
総
合
生
協
）
か
ら

の
報
告
を
う
け
意
見
交
換
し
認

識
の
共
有
を
図
っ
た
。そ
の
後
、

中
央
労
働
金
庫
か
ら
現
在
取
り

組
ん
で
い
る「
生
活
応
援
運
動
」

な
ら
び
に
全
労
済
東
日
本
事
業

本
部
か
ら
「
住
ま
い
と
暮
ら
し

の
防
災
保
障
点
検
運
動
に
つ
い

て
」
詳
し
く
提
起
が
さ
れ
、
意

見
交
換
す
る
中
か
ら
共
有
認
識

に
立
っ
て
こ
れ
か
ら
の
運
動
を

進
め
る
こ
と
を
確
認
し
終
了
と

な
っ
た
。

今
後
の
予
定

九
月 

三
日

第
四
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

フ
ォ
ロ
ー
ア
ツ
プ

一
四
日な

ん
た
い
地
協
幹
事
会

一
五
日働

く
人
の
生
活 

相
談
セ
ン
タ
ー
理
事
会

二
六
日関

東
自
動
車
定
期
大
会

二
七
日電

機
連
合 

栃
木
地
協
定
期
大
会

三
〇
日連

合
栃
木
総
研 

第
二
六
回
通
常
総
会

一
〇
月

七
日
～
八
日

事
業
団
体
代
表
者
会
議
・

地
方
労
福
協
合
同
会
議

九
日

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

一
三
日情

報
労
連 

栃
木
県
協
定
期
大
会

一
四
日第

二
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

一
五
日福

祉
リ
ー
ダ
ー
塾 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会

福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
修
了
式

一
六
日
・
ニ
三
日

軟
式
野
球
大
会
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＊マイプラン（カード・モ
バイル併用型、モバイル型、
カード型）の極度額増額の
正式なお申込書をご提出い
ただき、増額契約後にクオ
カード（500 円分）を差し上
げます。＊その他、本キャ
ンペーンの対象条件はチラ
シ・ホームページ等でご確
認ください。＊本キャンペ
ーンの対象条件を複数満た
した場合でも、クオカード
（500 円分）は１枚とさせて
いただきます。＊本キャン
ペーンは個人のお客様が対
象となります。＊審査の結
果、ローン利用のご希望に
そえない場合がございま
す。＊詳しくは〈中央ろう
きん〉営業店までお問い合
わせください。 

＊金利は 2010 年 9 月 1 日現在のものです（金利情勢の変化により、金利は変動する場合がございます）。＊上記商品は金利引下げ制度「はるかぜ引下げ」の適用が受けられま
す（団体会員の方のみが対象です。極度額は 100 万円までとなります。金利引下げ制度［マイプランパック］との重複適用はできません）。＊上記の金利は保証料込みの金利で
す。＊初回のご融資ご利用時に限り、1 回目の返済時に印紙代（200 円）をいただきます。＊別途、「インターネット/モバイルバンキング」のご契約が必要となります。＊「イ
ンターネット/モバイルバンキング」ご利用時の通信に関わる費用はお客様のご負担となります。＊一部ご利用いただけない機種・日・時間帯・口座がございます。＊審査の結
果、ローン利用のご希望にそえない場合がございます。＊返済が滞った場合は、金利引下げや新規の借入が受けられない場合がございます。＊ご利用いただける方は、お申込
み時の年齢が 65 才未満の方、当金庫指定の保証協会の保証を受けられる方です。＊事業資金、投機目的としては、ご利用いただけません。＊店頭に詳しい説明書をご用意して
おります。＊店頭やホームページでご返済額の試算ができます（極度額に応じた定例返済額となります）。＊詳しくは〈中央ろうきん〉営業店までお問い合わせください。 
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働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
下
都
賀

　

八
月
十
八
日
働
く
人
の
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー
下
都
賀
支
部
の

第
六
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
関
副
理
事
長
の
司
会
進
行

に
よ
り
、
坂
本
理
事
長
に
代
わ

り
大
澤
勝
副
理
事
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
清
野
専
務
理
事
か

ら
二
〇
一
〇
年
上
期(

四
月
よ

り
七
月)

の
活
動
状
況
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
内

容
に
つ
い
て
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
が
件
数
に
関
し
て
は
昨

年
同
期
に
比
較
し
て
減
少
傾
向

に
あ
る
。
い
た
が
っ
て
更
な
る

東
照
宮
の
あ
れ
こ
れ

第
三
弾
（
二
社
一
寺
）

神橋

　
　

世
界
遺
産「
日
光
の
社
寺
」

は
、
東
照
宮
・
二
荒
山
神
社
・

輪
王
寺
の
二
社
一
寺
を
総
じ
て

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物　

東
照
宮　

国
宝　

八

　
　
　
　

重
文　

三
十
四

輪
王
寺　

国
宝　

一

　
　
　
　

重
文　

三
十
七

二
荒
山
神
社　

重
文　

二
十
三

こ
れ
ら
、百
三
棟
（
国
宝
九
棟
、

重
要
文
化
財
九
十
四
棟
）の「
建

造
物
群
」
と
、
こ
れ
ら
の
建
造

物
群
を
取
り
巻
く
「
遺
跡
（
文

化
的
景
観
）」
が
文
化
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
、
遺
産
を
全
て
見
る
に

は
、
か
な
り
の
時
間
と
労
力
が

必
要
で
す
。

陽
明
門
な
ど
は
、
こ
れ
を
見
て

い
る
と
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
日

が
暮
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら

「
日
暮
の
門
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
し
て
や
四
季
折
々
違

う
表
情
を
見
せ
る
こ
れ
ら
の
建

造
物
の
全
て
を
見
る
こ
と
は
困

難
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
存
修
理
工
事
が
行

わ
れ
た
り
、
期
間
限
定
で
し
か

見
ら
れ
な
い
展
示
物
等
も
あ
り

困
難
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

行
く
度
に
「
新
し
い
発
見
」
が

あ
る
そ
れ
が
日
光
の
世
界
遺
産

で
す
。

伝
説
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
逸
話
）

が
数
多
く
残
さ
れ
、
そ
れ
ら
を

紐
解
け
ば
楽
し
さ
も
増
す
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

山
菅
の
蛇
橋

（
や
ま
す
げ
の
じ
ゃ
ば
し
）

　

日
光
の
入
口
と
も
言
う
べ
き

神
橋
（
二
荒
山
神
社
）
も
伝
説

や
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
光
の
開
山
の
祖
と
も
言
う

べ
き
勝
道
上
人
の
一
行
を
阻
ん

だ
大
谷
川
の
急
流
。
神
仏
の
加

護
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
青
と
赤

２
匹
の
蛇
が
現
れ
橋
と
な
り
ま

し
た
。
上
人
た
ち
は
光
る
ウ
ロ

コ
の
上
に
山
菅
を
敷
い
て
渡
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
光
に
は
、
ま
だ
ま
だ
語
り

つ
く
せ
ぬ
の
自
然
も
残
さ
れ
訪

れ
る
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま

す
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。

教
宣
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
協

議
事
項
と
し
て
、(

一)

役
員

の
一
部
変
更
の
確
認
、(

二)

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
が

さ
れ
特
に
相
談
件
数
拡
大
の
た

め
に
は
、
新
聞
折
り
込
み
、
駅

頭
チ
ラ
シ
配
布
、
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
等
を
強
化
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
よ
り
効
果
的
と
の
認
識
で

一
致
し
閉
会
し
ま
し
た
。
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保
障
設
計
の
基
礎
知
識
〜
自
動
車
補
償
・
基
本
補
償
編
③
〜

安
心
の
車
両
補
償

あ
な
た
の
車
は
？

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す

割
引
制
度

　

前
号
ま
で
は
、「
人
」
に
対

す
る
補
償
内
容
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
今
号
で
は
、「
車
両
」

に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
、
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
車
両
補
償
」
は
、
偶
然
起

き
た
事
故
に
よ
っ
て
、
自
身
の

車
両
に
被
害
を
被
っ
た
際
に
補

償
さ
れ
る
補
償
で
す
。
補
償

が
受
け
ら
れ
る
事
故
は
、
衝

突
、
爆
発
、
盗
難
、
自
然
災
害

な
ど
の
不
慮
の
事
故
の
場
合
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
車
両
補

償
に
も
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が

あ
り
、
補
償
さ
れ
る
範
囲
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
般
の
車
両
保
険
で

は
、
右
記
の
よ
う
な
事
故
は
す

べ
て
対
象
と
な
り
、
自
損
事
故

や
相
手
が
不
明
の
場
合
も
補
償

の
対
象
と
な
り
ま
す
、一
方
で
、

補
償
範
囲
を
せ
ば
め
た
「
車
対

車+

Ａ
」と
い
う
タ
イ
プ
で
は
、

相
手
が
不
明
な
事
故
（
当
て
逃

げ
等
）
や
自
損
事
故
な
ど
は
補

償
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
補
償
の
範
囲
が
異
な

る
た
め
、
後
者
の
方
が
掛
金
が

安
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
補
償
金
額
は
装
飾
品

を
除
く
オ
プ
シ
ョ
ン
な

ど
も
含
め
た
自
動
車
の

時
価
で
設
定
さ
れ
ま

す
。
時
価
で
す
の
で
、

万
一
の
際
に
も
購
入
金

額
が
補
償
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
年
々
評
価

額
が
下
が
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

全
労
済
で
は
車
両
補

償
に
３
つ
の
タ
イ
プ
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

補
償
の
範
囲
な
ど
を
確

認
し
て
、
車
両
補
償
を

検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

等
級
に
よ
る
割
引
、
年
齢
条

件
に
よ
る
割
引
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
、
自

動
車
関
連
補
償
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
装
置
に
よ
る
割
引

で
は
、Ａ
Ｂ
Ｓ
装
置
、エ
ア
バ
ッ

グ
、
安
全
ボ
デ
ィ
、
盗
難
防
止

装
置
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
、

自
動
車
補
償
の
一
部
が
割
引
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
装
置
に
よ
る
割
引
は
、

車
検
証
に
記
載
さ
れ
な
い
も
の

も
あ
り
、
保
険
会
社
等
に
申
告

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
車
購
入
の
際
の
参
考

に
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
の
他
に
も
、「
福
祉
車
両
」

に
関
す
る
割
引
、
電
気
自
動
車

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
な
ど
の

「
エ
コ
カ
ー
」
に
関
す
る
割
引
、

「
新
車
」
に
よ
る
割
引
、「
複
数

契
約
」
に
よ
る
複
数
割
引
、
そ

の
内
容
は
各
社
さ
ま
ざ
ま
で
、

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
保
険
料
を

節
約
す
る
た
め
に
、
ご
加
入
の

保
険
（
共
済
）
で
適
用
と
な
る

割
引
は
し
っ
か
り
把
握
し
、
掛

金
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
割
引
制
度
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
定
の
条
件
の
も

と
、
無
料
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
会
社
も
あ
り
ま

す
。
無
料
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
も
各
社
で
異
な
り
ま
す
。

自
動
車
保
険
を
選
ぶ
一
つ
の
参

考
と
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
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第
二
二
回
栃
木
県
勤
労
者

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ

共
済
シ
ョ
ッ
プ
那
須
塩
原
店
が

開
設
い
た
し
ま
す

苦
情
対
応
の
国
際
規
格
へ
の

適
合
宣
言
を
行
い
ま
し
た

　

全
労
済
栃
木
県
本
部
は
、
十

月
一
二
日
に
Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅

近
く
、
国
道
四
号
線
沿
い
に
新

し
い
拠
点「
那
須
塩
原
支
所（
共

済
シ
ョ
ッ
プ
那
須
塩
原
店
）
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

　

十
九
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

約
百
坪
の
建
物
に
ゆ
っ
く
り
ご

相
談
頂
け
る
よ
う
、
店
舗
ス

ペ
ー
ス
を
広
め
に
設
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
済
シ
ョ
ッ
プ
那
須

塩
原
店
で
は
、
開
店
日
よ
り

十
一
月
末
日
ま
で
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

ご
契
約
い
た
だ
い
た
方
に
は
全

労
済
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ン
ブ
ラ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　

那
須
塩
原
支
所（
共
済
シ
ョ
ッ

プ
那
須
塩
原
店
）
の
ス
タ
ッ
フ
一

同
、親
切
・
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

医
療
保
障
（
入
院
・
手
術
）
や

生
命
保
障
（
死
亡
）
か
ら
損
害

保
障
（
火
災
や
自
然
災
害
、
車

の
補
償
）
ま
で
、
ム
リ
、
ム
ダ

の
な
い
、
保
障
の
見
直
し
相
談

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
全
労
済
の
新
し
い
拠

点
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
那
須
塩
原
支
所
（
共

済
シ
ョ
ッ
プ
那
須
塩
原
店
）
の

開
設
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、

矢
板
支
所
（
共
済
シ
ョ
ッ
プ
矢

板
店
）
と
共
済
シ
ョ
ッ
プ
大
田

原
店
は
、
十
月
八
日
を
も
ち
ま

し
て
、
閉
所
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
利
用
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

全
労
済
は
、
苦
情
対
応
の
国

際
規
格「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
０
２
」

に
適
合
し
た
苦
情
対
応
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
こ
と
を
宣
言
い

た
し
ま
す
。

　

全
労
済
で
は
、
今
回
の
自
己

適
合
宣
言
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
位
置
づ
け
、こ
れ
か
ら
も「
お

客
さ
ま
の
声
」
を
大
切
に
し
、

業
務
改
善
や
業
務
品
質
の
向
上

に
生
か
す
活
動
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
０
２
の
概
要

◎
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
０
２
」
は
、

二
〇
〇
四
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国

際
標
準
化
機
構
）に
よ
っ
て
、

策
定
さ
れ
た
組
織
が
備
え
る

べ
き
苦
情
対
応
プ
ロ
セ
ス

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）

を
定
め
た
国
際
規
格
で
す
。

◎
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
０
２
」
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ

す
こ
と
で
、
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
苦
情
対
応
プ
ロ
セ

ス
自
体
の
継
続
的
な
改
善
を

行
う
こ
と
を
目
指
す
、
顧
客

満
足
の
向
上
の
た
め
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
枠
組

み
を
示
し
た
規
格
で
す
。

◎
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
０
２
」
は
、

審
査
登
録
機
関
に
よ
る
第
三

者
認
証
で
は
な
く
、
自
ら
が

同
規
格
へ
の
適
合
状
況
を
評

価
し
、
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
適
合
宣
言
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

第
二
二
回
栃
木
県
勤
労
者

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

拡
げ
よ
う
「
た
す
け
あ
い
」

深
め
よ
う
交
流
・
強
め
よ
う

勤
労
者
福
祉
！

の
合
言
葉
に
『
県
内
勤
労
者
親

睦
交
流
を
深
め
合
う
と
と
も

に
、
労
働
団
体
・
共
同
事
業
団

体
間
の
結
束
を
強
め
て
、
栃
木

県
内
の
労
働
者
福
祉
運
動
の
前

進
と
各
事
業
団
体
の
事
業
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
』
と
し
、

併
せ
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
協
賛
団

体
と
し
て
、
連
合
栃
木
・
中
央

労
働
金
庫
栃
木
県
本
部
・
全
労

済
栃
木
県
本
部
・
栃
木
県
生
活

協
同
組
合
連
合
会
・
と
ち
ぎ

コ
ー
プ
・
栃
木
県
労
働
者
消
費

生
活
協
同
組
合
・
栃
木
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
栃
木
県
労
働
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時

一
〇
月
一
四
日
（
木
）

七
時
三
〇
分
受
付

場
　
所

サ
ン
ヒ
ル
ズ

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
宇
都
宮
市
上
横
倉
一
〇
〇
〇
）
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栃
木
労
生
協
活
動
の
ご
案
内

※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）「生きる」を創る。

医療保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

【特約】
がん以外の病気・ケガの保障

【特約】
女性の上乗せ保障

プラス プラス

　

こ
ん
に
ち
は
、
栃
木
労
生
協

で
す
。
今
日
は
、
栃
木
労
生
協

の
営
業
活
動
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
指
定
店
制
度
を
採
っ
て

お
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
事
務

所
に
お
伺
い
す
る
と
き
、「
栃

木
労
生
協
指
定
店
」
の
名
札
を

つ
け
た
業
者
が
紳
士
服
、
呉

服
、
貴
金
属
、
時
計
、
め
が
ね
、

そ
の
他
販
売
に
伺
わ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
一
回
の
お
支
払

い
が
三
千
円
以
上
、
一
〇
回
ま

で
金
利
無
し
で
利
用
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
回
覧
方
式
で
チ
ラ

シ
を
月
一
回
を
目
安
に
送
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
九

月
末
よ
り
栃
木
労
生
協
指
定
店

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
、
組

合
員
の
皆
様
に
よ
い
品
を
よ
り

安
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
お
知
ら

せ
す
る
事
が
で
き
そ
う
で
す
。

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
栃
木
労
生

協
」で
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

ガ
ソ
リ
ン
供
給
事
業
と
し
て

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
ド
を
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
県
内
何
処
で

も
、同
一
価
格
に
て
給
油
が
で
、

毎
月
一
五
日
締
め
、
二
〇
日
請

求
、
の
サ
イ
ク
ル
で
最
大
約
六

〇
日
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
家
族
カ
ー
ド
も
発
行
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
出
先
で
も
安
心

し
て
給
油
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ホ
ー
ム
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
簡
単

に
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

そ
ん
な
時
、展
示
場
で
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
て
、
参
考
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
展
示

場
に
お
越
し
の
と
き
「
栃
木
労

生
協
の
組
合
員
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
組
合

員
割
引
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
労
生

協
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た

だ
け
れ
ば
、

木
造
住
宅
、

地
産
地
消
の

ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
業

者
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

栃
木
労
生
協
建
築
指
定
業
者

・
阿
部
興
業

・
山
中
商
会

・
カ
ナ
メ

・
Ｄ
ｒ
リ
ホ
ー
ム
サ
ン
セ
イ

・
栃
木
積
水
ハ
ウ
ス

・
栃
木
ミ
サ
ワ
・
ホ
ー
ム

・
パ
ナ
ホ
ー
ム
北
関
東

・
ト
ヨ
タ
ウ
ッ
ド
ユ
ー
ホ
ー
ム

・
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
あ
お
い

・
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

　

栃
木
労
生
協
は
常
に｢

明
る

く｣
｢

元
気
に｣

｢

楽
し
く｣

を

合
言
葉
に
組
合
員
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
仕
事
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

栃木県内の労働組合に加入している
組合員様の生協です！

指定店会からのおトクな情報を掲載しています。
お買物は労生協カードをもって労生協指定店会へ！

詳しくはhttp://tochi-rou.com/
または「栃木労生協」で検索！

〒320-0057   栃木県宇都宮市中戸祭町８２１

栃木県労働者消費生活協同組合
（ 栃木労生協 ）

電話  ０２８（６２１）４１５７
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福
祉
セ
ン
タ
ー

平和写真展

小
山
セ
ン
タ
ー
の
参
加
者

平
和
写
真
展
開
催

自
治
労
栃
木
県
本
部

『
そ
ん
な
お
母
さ
ん
を
見
て

と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
し

た
』『
お
と
な
に
な
っ
た
ら
、

コ
ー
プ
に
入
り
た
い
』

～
「
子
ど
も
参
観
日
」
に
２
４

人
の
お
子
さ
ん
が
参
加
～

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

受
講
制
募
集
！

　

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
で
は
、
夏
休

み
中
の
子
ど
も
が
親
の
職
場
を

見
学
し
た
り
一
緒
に
仕
事
を
体

験
し
た
り
す
る
「
子
ど
も
参
観

日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
次
世
代
育
成
支
援
」
の
取

組
み
の
一
環
と
し
て
、
生
協
が

社
会
的
な
役
割
（
食
の
安
全
確

保
や
環
境
保
全
、
福
祉
、
安
全

運
転
の
取
り
組
み
な
ど
）
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
、
父
母
と

と
も
に
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と

で
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
働
く

こ
と
の
大
切
さ
、
大
変
さ
を
学

ぶ
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
コ
ー
プ
デ
リ
の
各
宅
配
セ

ン
タ
ー
で
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。（
７
月
２
０
日
か
ら
８
月

２
２
日
）

　

参
加
さ
れ
た
お
子
さ
ん
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
は
仕
事
中
大
変
そ

う
で
し
た
が
、
お
客
さ
ん
（
組

合
員
さ
ん
）
と
接
し
て
い
る
時

は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

…
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
る

ん
だ
な
あ
、
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
そ
ん
な
お
母
さ
ん
を
見
て

と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。」

（
壬
生
セ
ン
タ
ー
、
若
井
田
美

穂
さ
ん
）

「
ぼ
く
も
お
と
な
に
な
っ
た
ら
、

コ
ー
プ
に
入
り
た
い
と
思
い
ま

す
。」「
親
の
仕
事
を
見
る
機
会

は
あ
ま
り
な
い
の
で
息
子
に

と
っ
て
も
私
に
と
っ
て
も
良
い

経
験
で
し
た
。
…
大
変
さ
も
感

じ
て
も
ら
え
…
『
将
来
や
っ
て

み
た
い
』
と
い
う
言
葉
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。」（
足
利
セ
ン

タ
ー
、
湯
本
大
稀
く
ん
と
お
父

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
）

　

当
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二

〇
一
〇
年
度
後
期
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル　

受
講
生
の
募
集
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
募
集
期
間　

二
〇
一
〇
年
十

月
二
十
七
日(

水
）
〜
十
一

月
十
二
日
（
金
）

・
受
講
期
間

　

十
二
月
よ
り
翌
年
五
月

（
原
則
、
月
二
回
の
計
十
二
回
）

・
募
集
内
容(

予
定
）　　
　

英
会
話　

十
名
（
三
ク
ラ
ス
予

定
）
毎
月
原
則
第
一
・
第
三
ま

た
は
第
二
・
第
四
水
曜
日　

十

八
時
半
よ
り
二
十
時
半
ま
で
の

夜
コ
ー
ス
、
第
一
・
第
三
木
曜

日　

十
三
時
よ
り
十
五
時
ま
で

の
昼
コ
ー
ス

書
道　

十
名　

毎
月
原
則
第

一
・
第
三
火
曜
日　

十
八
時
半

よ
り
二
十
時
半
ま
で

手
話　

十
名　

毎
月
原
則
第

二
・
第
四
月
曜
日　

十
八
時
半

よ
り
二
十
時
半
ま
で

絵
手
紙　

十
名　

毎
月
原
則
第

二
・
第
四
金
曜
日　

十
八
時
半

よ
り
二
十
時
半
ま
で

　

今
期
よ
り
、
ヨ
ガ
教
室
も
開

講
予
定
。

・
受
講
料
は
、
ど
の
講
座
も
今

期
よ
り
一
万
円
（
税
込
）
で
す
。

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
別

途
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
募
集
日
よ
り

先
着
準
に
よ
り
受
付
い
た
し
ま

す
。

お
問
合
せ
先
、

０
２
８
（
６
２
１
）
４
０
４
０

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

八
月
十
日
よ
り
十
七
日
ま
で

福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
ロ
ビ
ー
に

お
い
て
自
治
労
栃
木
県
本
部
主

催
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
協
賛
に
よ

る
「
私
の
オ
キ
ナ
ワ
」
と
題
し

た
平
和
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
豊

田
直
己
氏
が
捉
え
た
沖
縄
の
写

真
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
五
六
年
静
岡
県
生
ま
れ
。

一
九
八
三
年
よ
り
中
東
ア
ジ
ア

や
バ
ル
カ
ン
、
ア
フ
リ
カ
等
の

紛
糾
地
を
巡
り
、
人
々
の
日
常

を
取
材
し
、
雑
誌
、
新
聞
、
テ

レ
ビ
に
て
報
告
。

第 6 回
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